
Ⅰ．日 時 

Ⅱ．場  所  

教育研究評議会（第２５３回）議事要旨

２０２５年（令和７年）３月２５日（火）１３：００～ １４ :１２ 

オンライン形式（Zoom）

Ⅲ．出席者：林学長、木下理事・事務局長、成瀬理事、中山副学長、篠原副学長、春名副学長、菊池副 

学長、鈴木（義）大学院総合国際学研究科長・研究院長、川村大学院国際日本学研究院長 

・国際日本学部長、三宅言語文化学部長、千葉国際社会学部長、近藤アジア・アフリカ言

語文化研究所長、青山（弘）大学院総合国際学研究院副研究院長、伊集院大学院国際日本

学研究院副研究院長、久野言語文化学部副学部長、加藤国際社会学部副学部長、友常国際

日本学部副学部長

（合計 １７ 名）

陪席者：柄監事、井澤監事 他 

Ⅳ．資  料  

０. 教育研究評議会（第 252回）議事要旨（案）

１. 東京外国語大学名誉教授称号授与候補者一覧

２. 規程の改正等一覧

３. 国立大学法人東京外国語大学と日本銀行金融研究所との連携に関する協定書・覚書

（案）

４. 令和７年度の教員人件費ポイントの確定及び令和８年度以降の教員人件費ポイント見込

について（案）

５. 東京外国語大学総合国際学研究院 教員公募（案）アジア地域の文化研究 外

６. 国立大学法人東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教員募集要項（案）2 種

７. 国立大学法人東京外国語大学不正行為防止計画実施計画（2025.4～）（案）

８. 大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について

９. 言語文化学部生の懲戒について

１０. 2025年度以降の運営体制（案）

１１. 教育研究組織の現況分析の単位について

１２. 2024(令和６)年度卒業・修了者進路調査状況（速報値）

○第 252回の教育研究評議会の議事内容について、資料０により、確認した。

Ⅴ．議  題 

＜審議事項＞ 

１. 名誉教授称号授与について

鈴木研究院長及び近藤所長より、資料１に基づき、2024年（令和６年）度の名誉教授称号授

与について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

２. 規程の改正等について

総務企画課長、木下理事・事務局長、篠原副学長及び中山副学長より、資料２に基づき、それ

  ぞれ担当する規程の改正等について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

３. 日本銀行金融研究所との協定書・覚書の更新について

鈴木研究科長より、資料３に基づき、日本銀行金融研究所との協定書・覚書の更新について説

明があり、審議の結果、これを承認した。 

４. 令和７年度以降の教員人件費ポイントの配分等について（案）

木下理事・事務局長より、資料４に基づき、令和７年度以降の教員人件費ポイントの配分等の

案について説明があり、審議の結果、これを承認した。 



 

 

 

５. 総合国際学研究院教員公募について 

 鈴木研究科長より、資料５に基づき、総合国際学研究院の教員公募について説明があり、審議

の結果、これを承認した。 

 

  ６. アジア・アフリカ言語文化研究所教員募集について 

   近藤所長より、資料６に基づき、アジア・アフリカ言語文化研究所の教員募集について説明が 

あり、審議の結果、これを承認した。 

 

  ７. 研究活動に関わる不正行為防止計画実施計画の策定について 

   中山副学長より、資料７に基づき、研究活動に関わる不正行為防止計画実施計画の策定につい 

て説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

８. 大学間国際学術交流協定の新規締結・更新等について 

【新規】セビーリャ大学（スペイン）／Erasmus+（職員派遣）覚書 

【更新】ニューヨーク州立大学オルバニー校 （米国）／包括協定、学生交流覚書 

香港中文大学（中国・香港特別行政区）／包括協定、学生交流覚書 

ポルト大学（ポルトガル）／Erasmus+（学生受入・派遣、教員受入・派遣）覚書 

カモンイス院(ポルトガル)／教員交換覚書 

【終了】国際連合食糧農業機関（FAO)／インターンシップ覚書 

   春名副学長より、資料８に基づき、大学間等国際学術交流協定の新規締結等について説明が 

あり、審議の結果、これを承認した。 

 

９. 言語文化学部生の懲戒について 

 三宅言語文化学部長より、資料９に基づき、言語文化学部生の懲戒について説明があり、審議 

の結果、これを承認した。 

 

１０. 2025 年度運営体制について 

    春名次期学長より、資料 10 に基づき、2025 年度の運営体制について説明があり、審議の結果、 

これを承認した。 

 

＜報告事項＞ 

１. 教育研究組織の現況分析の単位について 

谷口評価企画係長より、資料 11に基づき、教育研究組織の現況分析の単位について報告があっ 

た。 

 

２. 2024(令和６)年度卒業・修了者進路調査状況（速報値）について 

菊池副学長より、資料 12に基づき、2024(令和６)年度卒業・修了者の進路調査状況の速報値に

ついて報告があった。 

 


